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序文

対馬には縄文時代以降の様々な遺跡が多く残り、文化遺産の宝庫と言えます。

近世に藩主が居を構えた厳原町の今屋敷地区一帯には対馬藩主宗家墓所、金石城跡、清水山城跡の

三史跡が残り、その一端を強く感じさせます。

本書は、対馬藩主であった宗氏の居城「金石城跡」に造られた名勝「旧金石城庭園」の保存整備工

事報告書であります。

旧金石城庭園は「心字池」として知られ、親しまれてきましたが、時代の経過とともに埋没し、い

つしかその姿を失していました。

そこで、この貴重な文化遺産を次世代に継承していくため、発掘調査をし、整備復元に取り組むこ

とにいたしました。

調査と整備は多年に渡りましたが、甲斐あって美しく当時の姿が蘇りました。

今後、その価値を損なうことなく保護、継承し、内外に発信するよう努力していく所存です。

発掘調査の考古学的成果については昨年度刊行した報告書で公表させていただきました。

今回は調査によって明らかにされた遺構が「庭園」としてかつての美しい姿に復元されていく過程

と、工事方法、内容等について報告させていただきます。

本書が対馬の歴史研究と文化財の保存に寄与する貴重な資料となれば望外の幸せであります。

事業に当たり、ご協力を賜りました皆様に心よりお礼を申し上げます。

平成23年3月

対馬市教育委員会

教育長梅野正博



例 ロ

1. 本書は国宝重要文化財等保存整備事業補助金を受けて平成9年度から平成16年度まで実施した史

跡清水山城跡ほか史跡等・登録記念物保存修理事業、及び平成17年度から平成19年度まで実施した

史跡金石城跡史跡等・登録記念物保存修理事業、平成20年度から平成21年度まで実施した史跡金石

城跡史跡等・登録記念物・歴史の道保存整備事業に伴う旧金石城庭園保存整備工事の成果をとりま

とめたものである。

2. 本書の原稿は株式会社空間文化開発機構に作成を委託し、尾上博ー（対馬市教育委員会文化財課）

の指導の下で増田洋祐（空間文化開発機構）が本文を執筆した。原稿は尾上が加除修正し編集した。

本文中、第 1章、第2章は尾上が執筆した。

3. 本書の図版は尾上指導の下で増田が作成した。

4. 本曹関係の図面及び写真は対馬市教育委員会文化財課が保存し管理している。

凡 例

1. 挿図の方位は国土調査法による第 I座標系を基準とした。磁針方位は約6°40'西偏する。

2. 図2は国土地理院平成17年2月1日発行 1/1, 000, 000「日本一皿」を使用して作成した。

3. 図3は国土地理院平成17年3月1日発行 1/50, 000地形図「厳原」を使用して作成した。

4. 写真図版の縮尺は任意・不統一である。
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305 高木植栽 植込完了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・121 342 伐木伐根 着工前・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・125

306 中木植栽 植込状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・121

307 中木植栽 植込状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・121

308 中木植栽 植込状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・121

309 中木植栽 植込状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・121

310 中木植栽 植込状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・121

311 中木植栽 植込状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・121

312 低木植栽 植込状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・121

313 低木植栽 植込状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・122

314 低木植栽 植込状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・122

343 施工状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・125

344 伐木伐根 完了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・125



第1章事業解説

第1節事業経緯

第1項背景

金石城跡、対馬藩主宗家墓所、清水山城跡の整備、保存活用の方針と方法を明確にするため昭和63

年 (1988)に専門家、文化庁、長崎県、厳原町の4者が「文化財ゾーン懇談会」を開催した。当会に

よって金石城跡を国指定史跡に申請するとともに他史跡と一体的に整備する計画が決まり、平成3年

(1991)に取りまとめた「第3次厳原町総合計画」で「H本の伝統文化を大事にするまち（地域の個

性と魅力の形成）」と題した文化財を軸とした街作りの戦略を打ち出した。

平成元年 (1989)12月から同 2年10月に掛けて「自ら考え自ら実践する地域づくり（ふるさと創生

1億円）」事業で櫓門を復元し、続く平成2年度から平成4年度までの3カ年には「城下町厳原拠点

整備事業」として金石城跡「心字池」一帯の公園整備を実施した。

この工事中に城跡北西隅の櫓門跡から石敷き遣構が発見され、緊急に確認調査を実施した。調査で

城内に各種遺構が良好に遺存していることが明らかとなり、平成 7年 (1995) 3月に「厳原町『夢づ

くり構想』」を策定して「対馬藩主宗家墓所等周辺整備事業」を掲げ、具体的な史跡群の保存修理・

整備・活用計画に取り組む運びとなった。同時に「地域振輿戦略プロジェクト」も掲げ、史跡に隣接

する既存の郷土館や利用地を活かした対馬歴史博物館整備も併せて取り組むべき課題として目標を設

定し厳原町市街地における史跡その他の文化財を対象に「いづはら歴史と自然の博物園」構想に基づ

き、町は国、県、専門家とともに史跡整備と動線・連絡路等環境整備を開始した。

く第3次厳原町総合計画＞（平成3年3月）

厳原町の将来目指すべき方向を定めた総合計画（平成3年～平成12年）では、その将来像に「海と

山につつまれた歴史と文化と交流の都市」を掲げ、その実現に向けて戦略課題をあげている。対馬藩

主宗家墓所等に関するものとして、「日本の伝統文化を大事にするまち（地域の個性と魅力の形成）」

を掲げ、町の主要施設のひとつに位置づけている。

＜厳原町「夢づくり構想」＞（平成7年3月）

厳原町「夢づくり構想」は「第3次厳原町総合計画」を上位計画とし、本町の将来像である「海と

山につつまれた歴中と文化と交流の都市Iづくりに向けての重点的施策をとりまとめている＾対馬藩



第2項沿革

厳原町が「城下町厳原拠点整備事業」のもとで金石城跡の整備を進めるなか、平成4年度に国宝重

要文化財等保存整備費補助金を受け、万松院が「対馬藩主宗家墓所保存修理事業」として山門の解体

修理（第 1期）に着手した。平成5年度からは厳原町が事業主体となって引き継ぎ、「対馬藩主宗家

墓所外保存修理事業」と名を変え実施した。また同事業において対馬藩主宗家墓所等保存整備委員会

を設置し、金石城跡と清水山城跡を含む 3史跡を対象とした整備のための具体的な検討を開始する。

平成5年度第1回委員会で庭園を中心として金石城跡全体を整備していく方向性が明確にされ、第2

回委員会では発掘調査の方針が定められた。委員会での協議を経て、各史跡の整備事業は周辺環境を

含めて一体的に進めるべくー事業に整理され、平成6年度に「史跡清水山城跡ほか保存修理事業」の

名称で新たな出発を遂げた。平成7年3月28日には金石城跡が国に史跡の指定を受け、平成8年3月

に史跡対馬藩主宗家墓所等保存整備基本計画書（以後「基本計画」という）を刊行した。

基本計画では金石城跡はモニュメントゾーン（文化財保存活用ゾーン）に位置し、金石城跡エリア

（国指定史跡金石城跡及び周辺地）に区分される。系統的な発掘調査によって遺構を解明し、保存及

び活用整備を経た一般公開を目標としている。城内は 5地区に分かれ、心字池は城門・庭園地区に分

類される。発掘調壺の成果に基づいた心字池を中心とする庭園跡の環境整備を図るとともに、城門跡

遺構についても可能な限り復元整備に努めることを整備方針として定めた。平成9年度から平成16年

度まで継続した範囲確認調査で遺構を検出し、平成11年度から同13年度まで土砂掘削など埋め立て土

の除去により整備の予備工事を始め、 14年度から景石据え直しや水路の保存修理といった本格的な整

備に移行した。主な植栽及び園路舗装、学習施設整備を平成19年度までに終え、翌20年度から供用を

開始した。なお主幹事業は金石城跡を単独対象としてほか2史跡と分離し、平成20年度から「史跡「金

石城跡」史跡等・登録記念物・歴史の道保存整備事業」となっている。

地区別整備方針（基本計画より抜粋）

地区 整備方針

城門・庭園地区 I 遺構の解明及び史跡整備のための発掘調査を行い、この成果をもとに心字池を

中心とする庭園跡の環境整備を図る。また、城門跡遺構についても可能な限り、

その復元整備に努める。

町民グラウンド地区 I 近年町民のレクリエーション空間として整備がなされたが、今後関係機関との
調整を図りつつ、現在の機能を他地域に移転し史跡整備のため発掘調査を行い、

その成呆を踏まえ屋形跡等の環境整備を図る。



第3項名勝指定

(1) 名 称 旧金石城庭園

(2) 種 別 名勝一

(3) 所有者 対馬市

(4) 管理団体 対馬市

(5) 所在地 長崎県対馬市厳原町今屋敷670番1

(6) 指定面積 4, 983.48m2 

(7) 指定日 平成19年2月6日

(8) 指定理由 池底に漏水防止のため、種類の違う粘士を交互に重ねて叩き締めた「版築」という

工法による底打ちを施しているほか、対馬に特有の石英班岩からできた白い土を用

いた化粧や、中島の水際を中心に細かな玉砂利を敷きつめた洲浜状の汀線を造るな

ど、近世庭園としては希少な意匠・構造を持つ。玉砂利敷の汀線から巨大な景石へ

と連続する意匠には対馬沿岸の風景と通じるものがあり、独特の風土を活かした作

庭精神をうかがい知ることができる。また、園池の北から渓流を象ったと思われる

流れを経て、北西側の山側から湧き出る水を導き入れ、園地東側の石組水路へと濾

過排水する特殊な水回りの構造についても注目される。こうした意匠・構造上の特

質が発掘調査によって明確になり、庭園遺構として審美的価値の源となる園池の骨

格が極めて良好に残ることが示された。さらに、調査成果に基づいて行われた修復

整備で庭園が当時の姿に復元され、去術上・鑑賞上の価値が顕在化したことによる。

(9) 官報告示 平成19年文部科学省告示第6号

＼
ギ

゜
100m 

---― 史跡指定範囲

図1 金石城跡及び旧金石城庭園配置図 (S=1 /2,500) 
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第 1節地理的環境

第 1項位置

第2章史跡金石城の概要

いまやしき かねいし

1日金石城庭園は、長崎県対馬市厳原町今屋敷670番1に所在する。小字は金石である。

対馬は日本海と東シナ海の境界にあり、北西に朝鮮半島を望む九州最北の島である。所属する長崎

県においても当然最北であり、韓国との位置関係から俗に「国境の島」と呼ばれることがある。県内

には約600の島があるが、壱岐、五島列島、平戸諸島、西彼諸島の中でも最大の面積を誇る。北緯34

度42分~34度5分、経度129度30分~129度10分に位置し、大阪から和歌山の緯度に相当する。東の海

域を対馬海峡東水道（対馬海峡）と呼び、西の海域を対馬海峡西水道（朝鮮海峡）と呼ぶ。二つの海

域に東西を挟まれ、対馬暖流とリマン海流の影響を受けている。

1島1市で、 6町から構成され、厳原町は対馬市の最南に位置する。市内最大の町で対馬の約4分

の1の面積を占める。近隣への距離は、東岸の安神から隣島の壱岐まで約46km、小浦から福岡県の沖

の島までも同じく約46kmである。名護屋城跡がある佐賀県暦津市の東松浦半島までは町南端の豆酸か
あれ

ら約83kmを測る。一方西岸の阿連から韓国の巨済島まで約70kmである。遺跡がある今屋敷は厳原町の

東海岸に位置し、南の鶴翼山と北の清水山に挟まれた谷部の出口に当たり、南の国分地区とは東に流

れる金石川によって分けられている。金石川は清水山の麓を海に向かって東に流れ、下流で南東に曲

がり、港に注いでいる。屈曲開始地点に架かる橋を桜橋と言い、そこから120m東に架かる橋を江尻

橋と言う。この江尻橋から八幡神社までの下馬場筋通り西側一帯が今屋敷である。金石城跡は東西約

300m、南北は最大約120mの狭長な平地にあり、標高は低く、西で約llm、最も低い枡形部では約6

mである。対馬藩主宗家墓所から続く金石川の北側護岸には城壁の石垣が良好に残っている。

第2節歴史的環境
1. 島分寺の比定地

全国に建立されていた島分寺だが、対馬では平安時代に入りようやく落成された。場所は清水山の
たつのまさみね

南麓と考えられている。天安元年 (857)に叛民によって国府が焼かれ国守立野正字が殺害されたこ

とが「文徳天皇実録』や『三大実録」から分かっているが、このとき島分寺も焼失している。貞観17

年 (875)頃に再建されたようだが、詳細は不明である。文永4年 (1267)の八幡宮文書『寺社僧徒
そうさだくに

等免行事Iに島分寺がないことから、このころ既に靡れていたが文明年間 (1470頃）に宗貞国が国分



紛により焼失した。盛賢は難を逃れて印鎗神社に隠れ、後に金石の地に新たな屋形を建築した。これ

を「金石屋形」または府城と呼んだ。万治2年 (1659)を初め、寛文元年 (1661)、延宝5年 (1677)

と寛文年間前後は城下で大火が相次ぎ、藩は再輿と併せて大規模な町の整備に着手した。その一環と

して金石屋形の整備もあり、寛文5年 (1665)に国分寺を日吉に移して拡張し、同9年には大手門に

櫓を建てた。こうした拡張や改修を経て屋形は「金石城」と称され執政の拠点に置かれることになっ

た。金石城と区別して用いられた桟原屋形（桟原城跡）は万治3年(1660)に着工し、延宝6年(1678)

に落成している。

3. 作庭年代
ながさとかず

心字池の作庭年代は明確ではないが長郷嘉寿により宗家文書の「毎日記」から心字池の作庭記録と
なかにわもさん

推定される記事が発見されている（長郷1981)。記事に拠れば元禄2年 (1689)に中庭茂三は以酎庵

に庭と池の構築を申しつけられているが、翌3年3月のH記に、今度は「御城」の庭園工事を仰せつ

けられたと記されている。長郷は藩では古くから「御城」は金石城を、「御屋敷」は桟原の屋形を意

味し、毎日記にも区別して用いられていることから、この庭は金石城跡における心字池を示している

のではないかと推定している。また 6年6月の記録から作庭はこの時期に完了したのではないかと見

る。よって現時点では心字池の成立期間は元禄3年から同6年頃と考える。

4. 絵図に描かれた心字池

金石城跡を描いた絵図は複数確認されている。対馬藩は、文化3年 (1806)から文化4年に朝鮮通
くさばはいせん

信使を迎えるための城内整備を行ったが、草場颯川が記した「津島日記」 (1811)に掲載された「金

石故城 上使小倉候旅館図」はその朝鮮通信使来島時の金石城内の建物群を描いた平面図である。ま

た長崎県立対馬歴史民俗資料館が所蔵する宗家文庫史料に文化年間に作成されたというこれと同種の
いとうもとみつ

城内の建物配置図「金石城絵図」も残されている。そのほか伊藤根光所蔵の「小笠原様御旅館図（文

化八年幕府上使客館図）」 (1811)にも城内の建物群の様子が描かれる。さらに宗家文庫史料にはほか
おさせつこ

に長節子が作成時期を1687年から1811年の間に位置づける（長節子1985)「清水山城及び金石城絵図」

がある。これらの絵図のうち、「金石城絵図」と「小笠原様御旅館図（文化八年幕府上使客館図）」に

「泉水跡」として旧金石城庭園が描かれている。さらに昭和3年に稲作実習田の灌概用水確保のため

に対馬藩主宗家墓所に水路を敷設したが、この工事状況を描いた実測図にも金石城内に池が描かれて

いる。
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第3章整備事業の概要

第1節整備基本方針

基本計画において設定された金石城跡エリアの城門・庭園地区において、心字池を中心とする庭園

跡を文化財庭圏としての名勝指定を念頭におき、発掘調査、絵図等の既存文献資料等をもとに可能な

限り遣構に近いレベルで作庭当時の姿を復元することを基本として整備を図るとともに、城門跡遺構

についても可能な限り復元整備を図ることを整備基本方針とした。

第2節実施設計

対馬藩主宗家墓所保存整備委員会や環境整備部会での検討、発掘調査の現地検討のもと、平成12年

度以降、年度毎の実施設計を行った。なお、実施設計に当たって設計内容を決定するほど決め手とな

る絵図等文献史資料が無かった（絵図として文化年間の絵図はあるが、詳細を確定するには不十分）

ため、地割及び造成については発掘調査の成果をよりどころとすることとした。

実施設計における主たる工事概要は以下のとおりである。

工事概要一覧

工種

土工

石垣修理工

水路修理工

景石等据え直しエ

石材保存修復工

池底打ちエ

礫敷工

雨水排水工

園路広場エ

管理施設工

細 且

盛土

切土

石垣修理工

水路修理工

景石等据え直し

石材保存修復工

池底打ち

礫敷

u型側溝

暗渠管

コルゲートフリューム

石積水路

石組水路

集水桝

土舗装

砂利敷

板石据付

門扉

数最 I 備 考

974面

2,573面

l式 表2参照

l式 表3参照

1式 表4~7参照

8石 石材接合、擬石処理
483m2 厚5cm: 467m¥厚30cm:16m' 
65lm2 

31m U300B 

1式
VP300 : 15. 5m、VP150:5. 7m、¢150: 10. 7m、

¢100: 88m 

90m 450X450 

34m 

1式

2基 600X200、プレキャスト450角
316m2 t =100 
15lm2 t =50 

1式

2基 I門扉A、門扉B (回転式ゲート）
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図 5 葉 熔 閉 醐 図 ( S 1 1 1 / 5 0 0 )  
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第3節事業組織
第 1項事業関係者

0専門委員 (50音順）

長節子（九州産業大学国際文化学部教授） 平成5~21年度

佐伯弘次（九州大学文学部助教授） 平成5年度

齋藤弘征（郷士史研究者）副委員長平成19~21年度

高瀬要ー（和歌山県立紀伊風土記の丘館長） 平成13~21年度

永留久恵（郷土史研究者）副委員長 平成5~18年度

中村 一（京都大学名誉教授） 平成5~19年度

西谷正（九州大学名誉教授）委員長平成5~21年度

西村幸夫（東京大学工学部都市工学科教授） 平成5~21年度

服部英雄（九外1大学大学院比較社会文化研究院教授） 平成7~21年度

〇指導機関

加藤充彦（文化庁記念物課文化財調査官） 平成5年度

本中 員（文化庁文化財保護部記念物課主任調壺官） 平成7~21年度

安楽 勉（長崎県教育委員会文化課埋蔵文化財班係長） 平成5~6年度

田川 肇（長崎県教育委員会文化課埋蔵文化財班課長補佐） 平成7年度

高野晋司（長崎県教育委員会文化課埋蔵文化財班課長補佐） 平成8~10年度

町田利幸（長崎県教育委員会文化課埋蔵文化財班主任文化財保護主事） 平成9年度

副島和明（長崎県教育委員会文化課埋蔵文化財班係長兼副参事） 平成11~13年度

宮崎貴夫（長崎県教育委員会学芸文化課係長） 平成14年度

古門雅高（長崎県教育委員会学芸文化課埋蔵文化財班係長） 平成17年度

伊藤修一（長崎県教育委員会学芸文化課長文化企画班指導主事） 平成18~20年度

小林利彦（長崎県教育委員会学芸文化課長文化企画班指導主事） 平成21年度

〇事務局

植村忠光（教育長） 平成5~12年度

村瀬巌（教育長） 平成13~15年度

米田幸一（教育長） 平成16~19年度

河合徹（教育長） 平成20~21年度

松本暦幸（教育委員会生涯学習課長） 平成5~8年度

喜於久之（緞齊季日今牛坪党齊課認・厳匝事総所琵＼ 平救9~10・17年磨



第2項整備委員会

1. 対馬藩主宗家墓所保存整備委員会（金石城跡） (50音順）

長節子（九州産業大学国際文化学部教授）平成5~21年度

齋藤弘征（郷土史研究者）副委員長平成19~21年度

永留久恵（郷土史研究者）副委員長 平成5~18年度

中村 一（京都大学名誉教授） 平成5~19年度

西谷正（九州大学文学部教授）委員長 平成5~21年度

西村幸夫（東京大学工学部都市工学科教授） 平成5~21年度

高瀕要ー（和歌山県立紀伊風土記の丘館長） 平成19~21年度

服部英雄（九州大学大学院比較社会文化研究科教授） 平成7~21年

2. 対馬藩主宗家墓所保存整備委員会環境整備部会（金石城跡） (50音順）

齋藤弘征（郷土史研究者）副委員長 平成19~21年度

永留久恵（郷土史研究者）副委員長平成13~18年度

高瀬要ー（和歌山県立紀伊風土記の丘館長）平成13~21年度

中村 一（京都大学名誉教授） 平成13~19年度

3. 整備委員会検討の経過

(1) 対馬藩主宗家墓所保存整備委員会（金石城跡）実施内容

第1回

日時：平成5年9月30日（杓~10月1日冷

内容：城内のゾーニング、調査方法、整備方針、既存施設の撤去について

第2回

日時：平成6年3月14日国）~3月15日肉

内容：整備構想、整備計画、委員会設置要項について

第3回

日時：平成6年7月12日肉~7月13日⑳

内容：整備基本計画書草案の内容について

第4回

日時・ 平成7年8月23R(太）~2日24R(1?-)



第6回

日時：平成7年11月22日(7j()

内容：整備基本計画書記載の個別事項、新規建造物の意匠、既存施設の撤去について

第7回

日時：平成8年10月25日冷

内容：整備基本計画書、事業進捗状況、次年度以降の事業計画、発掘調査について

第8回

日時：平成9年10月31日溢

内容：整備計画、発掘調査の年次計画、方針、次年度以降の事業計画について

第9回

日時：平成10年10月8日魯

内容：整備計画、発掘調査の計画、次年度以降の事業計画について

第10回

日時：平成11年11月22日旧）~11月23日肉

内容：整備計画、発据調査の成果及び計画、次年度以降の事業計画について

第11回

日時：平成12年11月27日旧）

内容：整備計画、発掘調査の成果及び計画、次年度以降の事業計画について

第12回

日時：平成13年7月6日倹

内容：発掘調査の成果及び計画、保存修理工事、次年度以降の事業計画について

第13回

日時：平成14年 6 月 18 日肉~6 月 19 日泳~

内容：発掘調査、保存修理工事（整備の具体的意匠、景石の据え直し、休憩棟、遊歩道、植栽、施工

時の記録方法）、周辺環境、事業計画、部会等開催時期について



第16回

日時：平成16年 9 月 17 日~

内容：発掘調査、保存修理工事（景石据え直しの計画、記録方法、整備報告書、排水方法、植栽、庭

園の鑑賞位置）、周辺環境（体育館）、年次計画の見直しについて

第17回

H時：平成17年7月28日（木）

内容：発掘調査（埋め甕士壌分析、築山）、保存修理工事（据め手門櫓台石垣、管理棟と四阿：位置、

外観、意匠、照明、入場料、維持管理：管理主体、管理体制、運営、園路舗装）、基本計画の

見直しについて

第18回

日時：平成18年2月28日困

内容：庭園管理（入園料、管理体制、運営、水位の観察）、保存修理工事（四阿の意匠）、次年度計画

について

第19回

日時：平成18年7月28日函

内容：庭園の一般公開（期日、工程）、庭園管理（除草清掃等日常的維持管理、四阿設置見送り）、保

存整備工事（庭園出入口の門扉、管理棟の設計）、庭園の名勝指定、次年度計画について

第20回

H時：平成19年2月14日沐

内容：庭園施設（門扉の位置）、出土遺構（埋め甕•石組み枡等の取り扱い）、保存整備工事（園路舗装

のエ法変更、水位調整用排水路）、周辺環境（据め手門周辺の集計計画）、次年度計画について

第21回

日時：平成19年8月17日困

内容：管理施設（同転ゲートの目隠し、人止め柵の位置、管理用道路の芝貼り、園路舗装の材料とエ

法：ダスト舗装•砂利舗装）、周辺環境（据め手門東側櫓台の上からの展望遮蔽、金石川沿い

の植栽による展望遮蔽）、維持管理（除草清掃）、活用（動線案内、観光客誘致、案内板、パン

フレット、一般公開開始時のイベント）、保存整備工事（報告書刊行）、次年度計画について


